提案書類受理票
提案書類受理番号
「研究テーマ名」

平成　　年　　月　　日

法人名：

代表者名：○○○○

所在地：〒○○県○○市．．．．．

研究代表者：所属

役職名

氏名　　　　　　　　　　印

住所

TEL

FAX

E-Mail

提案書類チェックリスト

□提案書類　１部

（提案書、研究開発年次計画・経費の見込み、平成２４年度計画、必要経費概算）

□研究概要資料　１部

□提案書類、研究概要資料の電子データ　１部

□法人の経歴書　１部

□事業報告書等、役員名簿等及び定款等の写し（前年分） １部

□組織等に関する説明書　１部

------------------------------切取線-----------------------------------割印-----------------------------------------

提案書類受理番号
「研究テーマ名」

提案書類受理票

法人名

平成　　年　　月　　日

研究代表者名　　　　　　　　　　殿

貴殿から提出された標記提案書類は、受理しました。

国土交通省　道路局　国道・防災課　印
提　案　書　類　の　様　式

１．提案書類は、次頁以降の記載例に従って記載下さい。

２．用紙は、A4版を利用し、左とじにして下さい。

３．提案書類は、１部を提出下さい。

４．提案書類記入上の主な留意点については、巻末の参考を参照下さい。

１．「○○○○○についての研究開発」提案書
	①研究テーマ名
	○○○○○についての研究開発

	②政策領域
	［主領域］○○

	
	［副領域］○○ （複数領域の場合、主領域及び副領域を記述。）

	③公募タイプ
	タイプⅠ　　　　タイプⅡ　　　　タイプⅢ　　　　FS実施
（いずれか１つに○）

※FS実施の場合、FSに加え、FS実施後に本格採択を目指す研究課題の内容をあわせて提案書に記述。

	④研究の概要

	研究の目的、内容等について、100字程度で簡潔に記述。



	⑤研究の背景と目的

	問題認識、テーマ設定について記述。



	⑥研究により期待される具体的な成果

	公募タイプごとに期待される成果の内容に応じた研究の成果（交通事故の減少、コスト縮減、耐久性の向上など道路政策へ反映できると想定される成果）を具体的に記述。次に成果が社会に果たす役割、成果の実用性について記述。



	⑦研究の目標と達成時期

	公募タイプごとに期待される研究の目標と達成時期を設定。

・政策実現型　　　　　　→　アウトカム指標の設定とその達成時期

・技術ブレイクスルー型　→　技術の実用化（事業化）の内容とその達成時期

・新政策領域創造型　　　→　新規政策の位置づけと効果の明確化



	⑧研究の実施体制

	（１）研究実施体制

研究の実施体制（研究規模に応じた適正な人員配置とすること）、役割・責任分担等をわかりやすく図示。また、各研究者が担当する各々の研究内容（以下、「分担研究内容」）を（２）の研究者氏名の表に記述。共同研究者あるいは共同研究機関の数は、研究代表者が責任を持って統括できる範囲をよく勘案し、研究実施上欠かせない数に限定すること。
なお、止むを得ない特段の事情がない限り、研究代表者の研究期間中の変更は認められないため、研究期間終了まで責任を持って研究遂行が可能な研究代表者を選定すること。

その他、研究の一部を研究代表者（または共同研究者）の所属機関以外で実施（外注）する予定があれば、外注の体制、範囲等をあわせて簡潔に記述。
（２）研究者氏名（研究代表者については、氏名欄に○を記述。）

研究者氏名
分担研究内容
所属・役職
経歴・主な研究分野等
資格

（左記研究者が担当する研究内容を記述。）
（最終学歴、職歴、主な研究分野等を記述。）

（３）受託予定者及び経理責任者

受託予定者：○○大学　○○長

経理責任者：○○○○　経理部　　　　○○　○○（氏名を記述。）
ＴＥＬ △△△－△△－△△△△ 　　ＦＡＸ △△△－△△－△△△△

（４）外注を実施する目的、必要性等

上記(1)において、外注の実施予定がある場合は、外注の目的、必要性等を具体的に記述。



	⑨研究の特徴

	· 研究の独創性、先導性、国際的な水準など、他との違いをアピール。

· 申請予定あるいは取得した関連特許、関連する論文等を記述。



	⑩研究の実績

	· 既存の内外研究との比較や関連分野における研究実績、論文等を記述。



	⑪スケジュール

	研究の実施内容ごとにスケジュールを記載。実施内容が成果にどう結びつくのか明らかにする。



	⑫その他

	研究を受託するにあたっての要望事項等があれば記述。


	⑬革新的研究調査（FS）の位置付け（提案者自らの判断に基づく場合のみ）

	提案者自らの判断に基づく革新的研究調査（FS）の場合、FSを実施すべき理由、FSで確認すべき研究内容等について、FS実施後に本格採択を目指す研究課題の全体計画と対応させて記述。



	⑭告知活動に関するアンケート

	本技術研究開発の今後のより効果的な告知活動のためアンケートにご協力下さい。

本制度の公募情報をどちらで知りましたか？該当するものに○印をお願いします（複数可）。

	a.道路局ウェブサイト　b.告知チラシ　c.事務局からの告知電子メール　d.業界誌・学会誌

e.道路局以外のウェブサイト　f.事務局以外からの告知電子メール　g.その他（　　　　　）


· 本様式の記載は、A４版で５枚以内とすること（別紙や添付資料は受け付けません）。

２．研究開発年次計画・経費の見込み

「研究テーマ名：（○○○○○に関する研究開発（括弧内に研究テーマ名を記載））」
※研究開発期間が３年間の場合の例（研究項目１を一部外注する場合）

単位：万円（税込）
	研　究　項　目
	２４年度
	２５年度
	２６年度
	経費の総額

	1 ○○○○に関する研究開発

2 ○○○○に関するシステム開発


	実験準備・実施

500
［うち外注費300］
　　　　

○○手法の検討

400


	データ解析・整備

400
［うち外注費100］
モデル構築・検証

350


	検証・とりまとめ

200
［うち外注費50］
とりまとめ

150
	1,100
［450］
900



	合計
	900
［300］
	750
［100］
	350
［50］
	2,000
［450］


注１）研究項目ごとに各年度の研究経費の計画額（直接・間接経費を含む税込総額）を記入下さい。
注２）革新的研究調査（FS）の場合、FSの実施期間（１年間）に加え、FS実施後に本格採択を目指す研究課題の実施期間（１～３年間）の年次計画・経費をあわせて記入下さい（年度欄が足りない場合は適宜追加下さい）。FS実施後の研究経費については、現時点で想定される金額を参考まで記入下さい。
注３）研究の一部を研究代表者（又は共同研究者）の所属機関以外で実施（外注）する場合は、上記例の研究項目１を参照しながら、各研究項目における外注の範囲、予算規模が明確に分かるよう区分下さい。

３．平成２４年度計画

· 研究の概要


何のために、どのような研究を行い、当年度の開発目標は何かの概要を記述
○　研究の内容

Ａ ………………………………………………の研究

各研究の項目毎に、研究内容を具体的に記述（国土技術政策総合研究所との委託契約における「委託研究仕様書」に準用予定です。）
ａ …………………………………………の研究

ｂ …………………………………………の研究

Ｂ ………………………………………………の研究

４．平成２４年度の必要経費概算
　研究に必要な経費の概算額を「委託事務処理科目別区分表」に定める科目区分に従って、記載下さい。
	項　　　目
	金額（千円）
	積　算　内　訳

	 人　件　費
	   
	                  

	 諸　謝　金
	   
	                  

	 旅費交通費
	   
	                  

	 庁　　　費
　 (1)備品費
 　(2)消耗品費
 　(3)借料及損料
 　(4)印刷製本費
 　(5)通信運搬費
 　(6)光熱水料
 　(7)賃　金
 　(8)会議費
 　(9)外注費
	      
	                                    

	 間　接　費
    諸　経　費
	     
	                                    

	 　　小　　　　 計
	   
	                  

	消費税相当額
	　 
	            　 

	 　　合　　　　 計
	   
	                  







































































